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特集

子ども情報研究センター（2018）
『「都道府県児童福祉審議会を活用した子どもの権利擁護
の仕組み」検査研究報告書』

“子どもアドボカシー”とは？図①

●アドボカシーが生まれた経緯
　アドボカシー＝advocacyは、ラテン語の「ad（誰かに向かって）＋vocō（呼ぶ）」を
語源とする言葉で、英語で言えば「to call」（声をあげる）という意味です。
　例えば川で溺れている子どもの場合、子ども自身が「助けて」と声を上げることは難しいかもしれません。でも目撃した大人が、
あるいは友達が「大変だ、助けて」と声をあげることは可能で、その声を聞いて集まって来た人たちがその子を助け出すことがで
きるかもしれません。権利を侵害されている当事者のために声をあげることがアドボカシーです。
　そしてアドボカシーを行う人のことを、アドボケイトといいます。

●子どもアドボカシーで大切なこと
　子どもアドボカシーで大切なことは、①独立性　②エンパワメント　③子ども主導（中心）
　④守秘　⑤平等　⑥子ども参画です。これを「アドボカシーの６原則」といいます。

●子どもアドボカシーの担い手
　子どもアドボカシーの担い手は、５種類あります。子ども自身が行う①セルフアドボカシー。身近
な人である家族や親族、近隣住民などがアドボケイトして支援する②インフォーマルアドボカシー。
友人や同僚など同じ属性・背景を持つ仲間が助け合う③ピアアドボカシー、施設や病院、学校の職員
など対人援助に関わる仕事をしている人たちが、当事者の意見や願いを聴き、それを尊重して代弁す
る④フォーマルアドボカシー。民間の子どもアドボカシーセンターなど利害関係のない第三者が行う
⑤独立アドボカシー。このような様々なアドボカシーの担い手が、ジグゾーパズルのようにスクラム
を組んで支援していくことで、当事者の権利が守られます。

独立性
　子どもに関する意思決定を行う機関（裁判所、福
祉事務所、児童相談所等）や福祉・教育・医療など
の提供機関と利害関係を持たないという意味。利害
関係のない第三者のみが、100%当事者の側に立っ
て活動できます。

エンパワメント
　子どもが自分の言葉で意思や意見を表明できるよ
うに声を聴き、意見をまとめ伝える手伝いをするこ
と。当事者とともに周囲の人や環境に働きかけ、外
的抑圧を取り除き、権利侵害により奪われてきた自
信や誇りを当事者が取り戻します。そのことにより、
当事者のセルフアドボカシーの力は一層強まってい
きます。

子ども主導（中心）
　アドボケイトは子どもの指示と許可にのみ従って
行動するということ。このことを「子どもが運転席に
座れるようにすること」と表現することもできます。

守秘
　子どもの許可なしに、子どもから聴いたことをア
ドボカシー団体以外の他者に伝えてはならないとい
うこと。厳格な守秘義務を守ることで、子どもは安
心してアドボケイトに話をすることができます。ただ
し虐待や暴力など当事者の生命・身体などに危害が
及ぶ可能性がある場合には、子ども主導や守秘を貫
けないケースもあります。

平等
　すべての当事者が平等にアドボカシーにアクセスできるようにするということ。障害児や乳幼児な
ども、多くの場合には適切なコミュニケーションや支援を行えば意見表明が可能です。アドボケイト
は、言葉で表現されない声を聴き代弁すること、また、性別、性的指向、人種、民族、居住地などに
よる様々な差別構造を理解して、当事者とともにそれらに抵抗し解放を求める生き方が必要です。

子どもの参画
　子ども=当事者参画とは、アドボカシーは常に当事者（=子ども）に相談し協力を得ながら行わな
ければならないということ。例えばイギリスでは、アドボケイトの募集・採用・研修・査定、広報
（出版物と情報媒体の製作と普及促進）、サービス評価、理事会への参画、アドボカシー実践への助
言 などを子どもが行っています。

WAG(2009) A Guide to the Model for Delivering Advocacy
Services for Children and Young People, WAG. を改変
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特集 子どもの声を表明し権利を守る「子どもアドボカシー」の取り組み特集

　少子化が加速する中、子どもの貧困、児童虐待やいじめ、不登校など、子どもを取り巻く
状況や課題は深刻なものとなっています。2022年６月には、子育て世帯に対する包括的な
支援の体制強化や、児童の意見聴取などの仕組みの整備等を行うため、「児童福祉法等の一
部を改正する法律」と、子ども施策を社会全体で総合的に推進していくための「こども基本
法」が成立しました。熊本県においては、2022年度から子どもの権利を守る活動を推進す
るための「子どもの権利擁護推進事業」を開始。本事業を受託し「子どもアドボカシーセン
ター熊本Me:vo」を運営する認定NPO法人トナリビトの取り組みについてご紹介します。
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教えてくださったのは…

堀 正嗣さん
熊本学園大学 社会福祉学部
福祉環境学科 教授
子どもアドボカシーセンター熊本
「Me:vo（みぃぼ）」スーパーバイザー
子どもアドボカシー学会会長

「熊本県子どもの権利擁護推進事業
2022年度モデル事業実施報告書」
より引用・編集しています。
詳しくは右記の二次元コードより
ご覧ください。

子どもたちみんなが当たり前に

幸せに生きていく未来のため、

子どもたちの声を、権利を守る。

代表理事
山下 祈恵さん

認定NPO法人 トナリビト
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子ども情報研究センター（2018）
『「都道府県児童福祉審議会を活用した子どもの権利擁護
の仕組み」検査研究報告書』
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　そしてアドボカシーを行う人のことを、アドボケイトといいます。

●子どもアドボカシーで大切なこと
　子どもアドボカシーで大切なことは、①独立性　②エンパワメント　③子ども主導（中心）
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を組んで支援していくことで、当事者の権利が守られます。
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　アドボケイトは子どもの指示と許可にのみ従って
行動するということ。このことを「子どもが運転席に
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　すべての当事者が平等にアドボカシーにアクセスできるようにするということ。障害児や乳幼児な
ども、多くの場合には適切なコミュニケーションや支援を行えば意見表明が可能です。アドボケイト
は、言葉で表現されない声を聴き代弁すること、また、性別、性的指向、人種、民族、居住地などに
よる様々な差別構造を理解して、当事者とともにそれらに抵抗し解放を求める生き方が必要です。

子どもの参画
　子ども=当事者参画とは、アドボカシーは常に当事者（=子ども）に相談し協力を得ながら行わな
ければならないということ。例えばイギリスでは、アドボケイトの募集・採用・研修・査定、広報
（出版物と情報媒体の製作と普及促進）、サービス評価、理事会への参画、アドボカシー実践への助
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WAG(2009) A Guide to the Model for Delivering Advocacy
Services for Children and Young People, WAG. を改変

４
年
４
月
に
批
准
し
、
子
ど
も
の
意
見
表
明

権
を
保
障
す
る
法
的
な
責
務
が
発
生
し
ま
し

た
が
、
当
時
国
内
法
の
改
正
は
行
わ
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
子
ど
も
の
意
見
表
明
権
を
保
障

す
る
た
め
の
„
子
ど
も
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
“

（
図
①
）
に
つ
い
て
盛
り
込
ま
れ
た
の
は
、
２

０
１
６
年
の
児
童
福
祉
法
の
大
改
正
。
第
２

条
で
は
、
全
て
の
国
民
は
「
そ
の
（
児
童
の
）

意
見
が
尊
重
さ
れ
、
そ
の
最
善
の
利
益
が
優

先
し
て
考
慮
さ
れ
、
心
身
と
も
に
健
や
か
に

育
成
さ
れ
る
よ
う
努
め
る
」
と
記
載
さ
れ
ま

し
た
。

　
２
０
２
２
年
６
月
の
児
童
福
祉
法
及
び
社

会
福
祉
法
改
正
で
は
、
都
道
府
県
に
意
見
表

明
等
支
援
事
業
を
含
む
子
ど
も
の
権
利
擁
護

の
環
境
整
備
に
つ
い
て
、
努
力
義
務
を
課
す

こ
と
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
現
在
、
熊
本
県

を
は
じ
め
と
す
る
複
数
の
自
治
体
に
お
い
て
、

厚
生
労
働
省
の
モ
デ
ル
事
業
が
実
施
さ
れ
、

ア
ド
ボ
ケ
イ
ト
の
養
成
や
子
ど
も
ア
ド
ボ
カ

シ
ー
セ
ン
タ
ー
の
設
立
な
ど
、
子
ど
も
の
権

利
を
守
る
動
き
が
活
発
化
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
が
発
し
た
言
葉
へ
の
違
和
感
が

権
利
擁
護
活
動
へ
の
動
機
に

　
熊
本
県
の
「
子
ど
も
の
権
利
擁
護
推
進
事

子
ど
も
の
意
見
表
明
の
た
め
の

法
改
正
や
地
域
の
動
き

　
１
９
８
９
年
11
月
に
国
連
で
採
択
さ
れ
た

「
子
ど
も
の
権
利
条
約
」
。
日
本
は
１
９
９

業
」
を
受
託
し
て
い
る
ト
ナ
リ
ビ
ト
は
、
県

内
で
い
ち
早
く
子
ど
も
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
の
活

動
に
取
り
組
み
は
じ
め
た
団
体
で
す
。
代
表

理
事
の
山
下
さ
ん
は
、
「
„
子
ど
も
ア
ド
ボ

カ
シ
ー
“
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
時
、
そ
の

考
え
方
が
、
私
た
ち
の
信
念
と
ほ
と
ん
ど
一

致
し
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
」
と
振
り
返
り

ま
す
。

　
ト
ナ
リ
ビ
ト
設
立
に
至
っ
た
そ
も
そ
も
の

き
っ
か
け
は
、
山
下
さ
ん
が
進
学
し
た
ア
メ

リ
カ
の
大
学
で
の
あ
る
女
の
子
と
の
出
会

い
。
そ
の
女
の
子
は
、
元
々
熊
本
の
児
童
養

護
施
設
に
い
た
と
こ
ろ
、
当
時
と
し
て
は
と

て
も
珍
し
い
海
外
養
子
縁
組
と
い
う
ケ
ー
ス

で
ア
メ
リ
カ
人
の
両
親
に
引
き
取
ら
れ
た
と

い
う
の
で
す
。
企
業
に
勤
め
る
傍
ら
、
所
属

す
る
教
会
の
社
会
貢
献
活
動
の
一
つ
と
し
て

訪
れ
た
児
童
養
護
施
設
が
、
偶
然
に
も
そ
の

女
の
子
が
過
ご
し
て
い
た
施
設
で
し
た
。
家

庭
教
師
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
な
っ
て
い
た

山
下
さ
ん
は
、
教
え
子
が
「
そ
も
そ
も
自
分

が
ど
う
し
て
こ
こ
（
施
設
）
に
い
る
の
か
分

か
ら
な
い
」
と
言
っ
て
い
た
こ
と
に
違
和
感

を
抱
き
ま
し
た
。
「
社
会
的
養
護
下
に
い
る

子
ど
も
た
ち
は
、
当
た
り
前
に
知
れ
る
こ
と

を
知
ら
さ
れ
て
い
な
い
。
す
ご
く
不
思
議
に

思
う
こ
と
が
多
か
っ
た
で
す
ね
」。
様
々
な
事

特集 子どもの声を表明し権利を守る「子どもアドボカシー」の取り組み特集

　少子化が加速する中、子どもの貧困、児童虐待やいじめ、不登校など、子どもを取り巻く
状況や課題は深刻なものとなっています。2022年６月には、子育て世帯に対する包括的な
支援の体制強化や、児童の意見聴取などの仕組みの整備等を行うため、「児童福祉法等の一
部を改正する法律」と、子ども施策を社会全体で総合的に推進していくための「こども基本
法」が成立しました。熊本県においては、2022年度から子どもの権利を守る活動を推進す
るための「子どもの権利擁護推進事業」を開始。本事業を受託し「子どもアドボカシーセン
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情
が
あ
る
と
は
い
え
、
こ
の
よ
う
な
子
ど
も

の
背
景
に
は
、
施
設
の
中
だ
け
の
問
題
で
は

な
く
、
社
会
的
養
護
と
い
う
こ
と
を
施
設
に

任
せ
て
き
た
周
囲
の
責
任
も
あ
る
と
感
じ
た

そ
う
。
施
設
で
の
活
動
が
年
数
を
増
す
中
、

「
こ
の
先
私
は
、
こ
の
ま
ま
で
い
い
の
か
な
」

と
い
う
気
持
ち
が
大
き
く
な
っ
て
い
き
ま
し

た
。

　
２
０
１
８
年
、
山
下
さ
ん
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
に
渡
り
、
貧
困
国
や
ス
ラ
ム
街
の
子
ど
も

た
ち
の
支
援
を
す
る
団
体
の
も
と
、
ス
ラ
ム

街
で
の
ブ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に

参
加
。
「
も
の
す
ご
く
シ
ビ
ア
な
世
界
に
身

を
置
い
た
時
、
自
分
が
楽
し
め
る
か
ど
う
か

で
、
こ
の
先
ど
う
す
る
か
を
決
め
よ
う
と
思

い
ま
し
た
」
。
ス
ラ
ム
で
の
活
動
は
、「
率
直

に
楽
し
か
っ
た
し
、
や
り
が
い
が
あ
っ
た
」
と

い
う
山
下
さ
ん
は
、
同
年
夏
に
帰
国
後
、
す

ぐ
に
起
業
の
準
備
を
始
め
、
翌
年
１
月
に
は

自
立
支
援
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
「
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
」
を

立
ち
上
げ
、
ト
ナ
リ
ビ
ト
の
活
動
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
ま
し
た
。

子
ど
も
の
声
を
表
明
し
権
利
を
守
る

　
　「
子
ど
も
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
」
の
取
り
組
み

教えてくださったのは…

堀 正嗣さん
熊本学園大学 社会福祉学部
福祉環境学科 教授
子どもアドボカシーセンター熊本
「Me:vo（みぃぼ）」スーパーバイザー
子どもアドボカシー学会会長

「熊本県子どもの権利擁護推進事業
2022年度モデル事業実施報告書」
より引用・編集しています。
詳しくは右記の二次元コードより
ご覧ください。

子どもたちみんなが当たり前に

幸せに生きていく未来のため、

子どもたちの声を、権利を守る。
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山下 祈恵さん

認定NPO法人 トナリビト
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だ
っ
た
が
、
２
０
２
３
年
度
は
対
面
で
実

施
。
子
ど
も
た
ち
自
身
が
こ
れ
ま
で
の
経
験

の
中
で
良
か
っ
た
こ
と
、
改
善
し
て
欲
し
い

こ
と
な
ど
を
よ
り
自
由
に
提
案
し
て
も
ら
う

形
態
を
取
り
ま
し
た
。
実
際
に
子
ど
も
会
の

意
見
を
受
け
て
、
施
設
の
運
用
が
変
わ
っ
た

ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
そ
う
。「
„
子
ど
も
た
ち

が
声
を
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
慣
れ
て
い
る
状

態
“
と
い
う
の
を
当
た
り
前
に
す
る
た
め
に

は
、
い
ろ
ん
な
切
り
口
や
窓
口
が
あ
っ
て
い

い
と
思
う
ん
で
す
。
そ
の
一
つ
と
し
て
子
ど

も
会
は
、
子
ど
も
た
ち
の
声
を
吸
い
上
げ
る

場
と
し
て
す
ご
く
良
い
機
会
に
な
っ
て
い
ま

す
」。子

ど
も
と
大
人
の
認
識
を
一
つ
に
し
て

ア
ド
ボ
カ
シ
ー
を
広
く
推
進
す
る

　
子
ど
も
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
の
活
動
を
通
し

て
、
”大
人
か
ら
見
た
“
メ
リ
ッ
ト
の
一
つ

と
し
て
、
閉
鎖
的
だ
っ
た
施
設
の
中
に
第
三

者
が
入
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。「
こ
れ
ま
で
外
か
ら
人
が

来
る
こ
と
が
な
か
っ
た
施
設
で
は
、
職
員
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
下
が
る
こ
と
を
心
配
さ

れ
て
い
た
ん
で
す
が
、
意
外
と
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

な
意
見
は
少
な
く
、『
外
か
ら
人
が
来
る
よ

う
に
な
っ
て
、
自
分
た
ち
が
子
ど
も
の
権
利

を
守
っ
て
い
る
か
ど
う
か
意
識
し
た
』
『
よ

り
子
ど
も
の
意
見
を
聞
こ
う
と
す
る
空
気
が

で
き
た
』
と
い
う
意
見
が
施
設
側
か
ら
聞
か

れ
ま
し
た
」。

　
と
は
い
え
、
子
ど
も
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
と
い

う
制
度
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
。「
今
や
っ
と

子
ど
も
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
の
全
体
像
が
見
え
て

き
た
と
こ
ろ
で
、
施
設
の
職
員
の
皆
さ
ん
が

と
こ
ろ
に
お
話
を
聞
き
に
行
き
、
そ
の
後
県

内
の
社
会
的
養
護
に
携
わ
る
メ
ン
バ
ー
と

チ
ー
ム
を
組
ん
で
、
県
に
事
業
化
の
必
要
性

に
つ
い
て
打
診
に
行
き
ま
し
た
」。
そ
の
翌

年
２
０
２
２
年
６
月
に
、
県
は
「
子
ど
も
の

権
利
擁
護
推
進
事
業
」
を
開
始
し
、
委
託
団

体
を
公
募
。
ト
ナ
リ
ビ
ト
は
手
を
挙
げ
、
同

年
８
月
に
受
託
し
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
「
子

ど
も
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
セ
ン
タ
ー
熊
本
M
e
：

v
o
（
み
ぃ
ぼ
）
」
を
設
立
（
図
②
）。
ア
ド

ボ
ケ
イ
ト
養
成
講
座
の
開
催
、
説
明
会
や
研

修
会
に
よ
る
普
及
啓
発
、
実
際
に
ア
ド
ボ
ケ

イ
ト
を
派
遣
す
る
先
（
児
童
養
護
施
設
）
で

の
職
員
向
け
の
研
修
や
、
施
設
入
所
児
へ
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
訪
問
支
援
な
ど
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
現
在
、
県
の
事
業
は
２
年

目
。
２
０
２
３
年
度
に
は
熊
本
市
の
「
こ
ど

も
権
利
擁
護
推
進
事
業
」
を
受
託
し
相
互
に

活
動
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
意
見
が
表
明
さ
れ

実
際
に
カ
タ
チ
に
な
る
機
会
を
創
出

　
県
の
事
業
の
中
で
特
徴
的
な
活
動
の
一
つ

と
し
て
、
山
下
さ
ん
は
「
子
ど
も
会
」
に
つ

い
て
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。「
各
児
童
養
護

施
設
か
ら
代
表
の
子
ど
も
た
ち
を
集
め
て
、

大
人
が
い
な
い
と
こ
ろ
で
意
見
交
換
を
す
る

ん
で
す
。
私
た
ち
が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と

し
て
入
っ
て
、
社
会
的
養
育
推
進
計
画
に
つ

い
て
質
問
や
意
見
を
あ
げ
て
も
ら
う
ん
で
す

け
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
意
見
を
そ
の
ま
ま
県

の
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
に
あ
げ
て
、
そ
れ
に

対
し
て
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
も
ら
っ
た
り
、

各
施
設
の
運
用
に
促
し
て
も
ら
っ
た
り
し
て

い
ま
す
」。
２
０
２
２
年
度
は
オ
ン
ラ
イ
ン

特集特集 子どもの声を表明し権利を守る「子どもアドボカシー」の取り組み

て
、
自
分
た
ち
（
子
ど
も
自
身
）
の
権
利
に

つ
い
て
近
い
と
こ
ろ
か
ら
ち
ゃ
ん
と
伝
え
て

く
れ
る
人
っ
て
こ
れ
ま
で
い
な
か
っ
た
と
思

う
ん
で
す
。
そ
の
子
た
ち
が
理
解
で
き
よ
う

と
で
き
ま
い
と
、
自
分
自
身
の
権
利
と
は
何

か
を
知
る
チ
ャ
ン
ス
が
保
障
さ
れ
る
と
い
う

こ
と
は
す
ご
く
い
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
」

と
、
山
下
さ
ん
や
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
は
、

ア
ド
ボ
ケ
イ
ト
を
す
る
中
で
実
感
し
て
い
る

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
令
和
６
年
８
月
に
は
、「
子
ど
も
ア
ド
ボ

カ
シ
ー
学
会
第
３
回
研
修
大
会
　
熊
本
大

会
」
が
、
県
内
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
実
行
委

員
長
と
し
て
大
会
を
推
進
さ
れ
て
い
く
山
下

普
段
の
活
動
の
根
底
に
は
常
に

ア
ド
ボ
カ
シ
ー
の
考
え
が
あ
る

　
ト
ナ
リ
ビ
ト
で
は
、
親
を
頼
れ
な
い
子
ど

も
・
若
者
を
対
象
に
、
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
等
の

住
居
支
援
、
緊
急
シ
ェ
ル
タ
ー
や
居
場
所
の

提
供
、
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
の
相

談
対
応
を
メ
イ
ン
に
、
普
及
啓
発
や
支
援
者

育
成
等
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。「
急
務
だ
な

と
思
っ
た
の
が
住
ま
い
。
頼
れ
る
親
が
い
な

い
子
、
虐
待
を
受
け
て
い
る
と
い
う
子
が
施

設
を
卒
業
し
た
と
き
に
、
住
む
と
こ
ろ
が
な

い
と
ど
う
に
も
な
ら
な
い
。
教
え
子
が
、『
社

会
に
出
て
失
敗
し
て
も
安
心
し
て
居
ら
れ
る

場
所
が
欲
し
い
』
と
話
し
て
く
れ
た
時
に
、

本
当
に
そ
う
だ
な
っ
て
」。
そ
う
や
っ
て
最

初
に
立
ち
上
げ
た
の
が
自
立
支
援
シ
ェ
ア
ハ

ウ
ス
「
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
」。
若
者
た
ち
が
支
援
を

得
な
が
ら
、
共
同
生
活
の
な
か
で
自
立
を
目

指
す
住
居
で
す
。
そ
の
後
、
１
人
暮
ら
し
に

限
り
な
く
近
い
環
境
で
暮
ら
せ
る
ワ
ン
ル
ー

ム
型
住
居
や
理
解
あ
る
オ
ー
ナ
ー
が
見
守
り

を
行
う
一
般
住
居
も
整
備
し
、
い
ず
れ
も
定

員
に
達
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
設
置
し

た
居
場
所
ス
ペ
ー
ス
「
お
と
な
り
さ
ん
」
で

は
、
ご
飯
を
食
べ
た
り
漫
画
を
読
ん
だ
り
、

自
由
に
安
心
し
て
過
ご
せ
る
居
場
所
を
提
供

し
、
２
０
２
２
年
度
に
は
９
１
２
件
の
利
用

が
あ
り
ま
し
た
。
若
者
の
緊
急
保
護
・
避
難

を
目
的
と
し
た
緊
急
シ
ェ
ル
タ
ー
の
同
年
度

の
利
用
者
延
べ
数
は
13
名
、
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
た
相
談
は
５
０
４
件
あ
り

ま
し
た
。「
当
初
は
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
し
か
な

か
っ
た
の
で
何
も
で
き
な
か
っ
た
け
ど
、
今

は
子
ど
も
た
ち
か
ら
の
声
、
Ｓ
Ｏ
Ｓ
に
対
応

で
き
る
選
択
肢
が
増
え
ま
し
た
。
こ
れ
ら
事

業
の
一
番
ベ
ー
ス
に
あ
る
も
の
が
、
子
ど
も

ア
ド
ボ
カ
シ
ー
な
ん
で
す
」。

熊
本
の
子
ど
も
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
を

牽
引
す
る
精
力
的
な
活
動

　
子
ど
も
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
を
事
業
化
す
る
た

め
に
は
ど
う
す
べ
き
か
。
山
下
さ
ん
や
ス

タ
ッ
フ
が
奔
走
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
子
ど
も

ア
ド
ボ
カ
シ
ー
研
究
の
有
識
者
の
一
人
が
同

じ
熊
本
に
い
る
こ
と
を
知
り
ま
す
。
「
熊
本

学
園
大
学
の
堀 

正
嗣
先
生
で
す
。
堀
先
生
の

さ
ん
は
、
こ
の
機
会
に
多
く
の
人
に
子
ど
も

ア
ド
ボ
カ
シ
ー
に
つ
い
て
知
っ
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。「
子
ど
も
と
大
人
が
同
じ

認
識
を
持
っ
て
は
じ
め
て
、
子
ど
も
の
権
利

擁
護
は
進
ん
で
い
く
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
大

人
が
し
っ
か
り
理
解
し
て
準
備
を
し
て
い
か

な
い
と
、
子
ど
も
た
ち
だ
け
力
を
つ
け
て
も

そ
の
先
に
出
口
は
な
い
ん
で
す
。
子
ど
も
ア

ド
ボ
カ
シ
ー
を
、
”文
化
と
し
て
地
域
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
大
前
提
“
と
し

て
や
っ
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
」。
全
国
的
に
見
て
も
熱
意
あ
る
実

践
を
行
う
熊
本
の
子
ど
も
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
事

業
。
そ
の
事
例
を
知
り
、
認
識
を
深
め
る
と

と
も
に
、
普
段
か
ら
意
識
を
持
っ
て
子
ど
も

達
と
接
し
て
い
く
こ
と
、
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
に

つ
い
て
広
め
て
い
く
こ
と
も
、
私
た
ち
大
人

の
責
務
の
一
つ
で
も
あ
り
ま
す
。

自立支援シェアハウス「IPPO」では、管理
人の山下さんやスタッフが食事を共にする
など生活支援やイベント交流の場も設けて
いる。

トナリビトスタッフの皆さん。密にコミュニケー
ションを取り、入居者や居場所利用者、相談を寄せ
る若者たちの対応にあたっている。

利用者が思い思いの過ごし方ができる居場
所スペース「おとなりさん」。若者たちの希
望に応じて、月に１回スポーツなどを楽しむ
レクレーションデーもある。

熊本県子どもの権利擁護推進事業に
おける取り組み事例（令和４年度）

図②

認定NPO法人
トナリビト

●子どもアドボカシーセンター熊本 Me:vo
「Me:vo(みぃぼ)」という名前は、「私=Me」の「声=Voice」という意
味から。子どもの声を聴くにあたって、大人から見た「子どもの声（=あ
なたの声）」ではなく、子ども目線で見た子ども自身の声（=私の声)を届
けたい、という思いが込められている。
現在18名のアドボケイトが活動中。

●アドボケイト養成
子どもアドボカシー学会の養成講座を開催。グループワーク中心の構成とし、実際に社
会的養護当事者の若者の声を聴く場を設けるなど、熊本独自の工夫を実践した。

●職員向け研修会
事業実施対象となる県内の一時保護所および児童養護施設4か所を対象に、職員向けに
「子どもの権利」と「子どもアドボカシー」に関する研修・啓発を行い、理解を深めた。

●入所児童向け説明会＆ヒアリング
子どもの年齢に応じて「子どもの権利」と「子どもアドボカシー」について説明する場
を設け、入所児童に子どもアドボカシーの目的や利用方法について理解してもらうため
の説明会を開催。説明会後には直接子どもたちからヒアリングを行い、どのような仕組
みやツールがあると声をあげやすいかを一緒に考えてもらう場を作った。

●訪問活動（訪問アドボカシー）と個別面談
事業実施対象となる県内の一時保護所および児童養護施設4か所に実施。訪問活動では決
められた日に訪問し、子どもたちの関係作りや希望する子の面談・意見表明支援を実施。
訪問活動日外で個別に要望があった場合には、各機関と調整の上、別途個別に面談・意
見表明支援を行った。

理
解
さ
れ
る
ま
で
に
は
時
間
が
か
か
る
し
、

さ
ら
に
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
る
よ
う
に
な
る
の

は
ま
だ
ま
だ
先
か
な
と
。
息
の
長
い
活
動
が

必
要
で
す
し
、
制
度
と
し
て
落
と
し
込
ま
れ

て
い
く
よ
う
に
な
る
と
い
い
で
す
ね
」
と
、

職
員
（
大
人
）
に
向
け
た
継
続
的
な
研
修
の

機
会
の
重
要
性
を
訴
え
ま
す
。

　
”子
ど
も
か
ら
見
た
“
メ
リ
ッ
ト
は
、
ア

ド
ボ
ケ
イ
ト
の
訪
問
に
よ
っ
て
、
話
を
す
る

選
択
肢
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
こ
と
、
秘
密

が
守
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
。
「
言
っ
て
よ

か
っ
た
ん
だ
、
声
を
上
げ
て
い
い
こ
と
だ
っ

た
ん
だ
と
、
子
ど
も
た
ち
が
だ
ん
だ
ん
分

か
っ
て
き
て
く
れ
る
。
子
ど
も
た
ち
に
対
し

4



だ
っ
た
が
、
２
０
２
３
年
度
は
対
面
で
実

施
。
子
ど
も
た
ち
自
身
が
こ
れ
ま
で
の
経
験

の
中
で
良
か
っ
た
こ
と
、
改
善
し
て
欲
し
い

こ
と
な
ど
を
よ
り
自
由
に
提
案
し
て
も
ら
う

形
態
を
取
り
ま
し
た
。
実
際
に
子
ど
も
会
の

意
見
を
受
け
て
、
施
設
の
運
用
が
変
わ
っ
た

ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
そ
う
。「
„
子
ど
も
た
ち

が
声
を
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
慣
れ
て
い
る
状

態
“
と
い
う
の
を
当
た
り
前
に
す
る
た
め
に

は
、
い
ろ
ん
な
切
り
口
や
窓
口
が
あ
っ
て
い

い
と
思
う
ん
で
す
。
そ
の
一
つ
と
し
て
子
ど

も
会
は
、
子
ど
も
た
ち
の
声
を
吸
い
上
げ
る

場
と
し
て
す
ご
く
良
い
機
会
に
な
っ
て
い
ま

す
」。子

ど
も
と
大
人
の
認
識
を
一
つ
に
し
て

ア
ド
ボ
カ
シ
ー
を
広
く
推
進
す
る

　
子
ど
も
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
の
活
動
を
通
し

て
、
”大
人
か
ら
見
た
“
メ
リ
ッ
ト
の
一
つ

と
し
て
、
閉
鎖
的
だ
っ
た
施
設
の
中
に
第
三

者
が
入
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。「
こ
れ
ま
で
外
か
ら
人
が

来
る
こ
と
が
な
か
っ
た
施
設
で
は
、
職
員
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
下
が
る
こ
と
を
心
配
さ

れ
て
い
た
ん
で
す
が
、
意
外
と
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

な
意
見
は
少
な
く
、『
外
か
ら
人
が
来
る
よ

う
に
な
っ
て
、
自
分
た
ち
が
子
ど
も
の
権
利

を
守
っ
て
い
る
か
ど
う
か
意
識
し
た
』
『
よ

り
子
ど
も
の
意
見
を
聞
こ
う
と
す
る
空
気
が

で
き
た
』
と
い
う
意
見
が
施
設
側
か
ら
聞
か

れ
ま
し
た
」。

　
と
は
い
え
、
子
ど
も
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
と
い

う
制
度
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
。「
今
や
っ
と

子
ど
も
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
の
全
体
像
が
見
え
て

き
た
と
こ
ろ
で
、
施
設
の
職
員
の
皆
さ
ん
が

と
こ
ろ
に
お
話
を
聞
き
に
行
き
、
そ
の
後
県

内
の
社
会
的
養
護
に
携
わ
る
メ
ン
バ
ー
と

チ
ー
ム
を
組
ん
で
、
県
に
事
業
化
の
必
要
性

に
つ
い
て
打
診
に
行
き
ま
し
た
」。
そ
の
翌

年
２
０
２
２
年
６
月
に
、
県
は
「
子
ど
も
の

権
利
擁
護
推
進
事
業
」
を
開
始
し
、
委
託
団

体
を
公
募
。
ト
ナ
リ
ビ
ト
は
手
を
挙
げ
、
同

年
８
月
に
受
託
し
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
「
子

ど
も
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
セ
ン
タ
ー
熊
本
M
e
：

v
o
（
み
ぃ
ぼ
）
」
を
設
立
（
図
②
）。
ア
ド

ボ
ケ
イ
ト
養
成
講
座
の
開
催
、
説
明
会
や
研

修
会
に
よ
る
普
及
啓
発
、
実
際
に
ア
ド
ボ
ケ

イ
ト
を
派
遣
す
る
先
（
児
童
養
護
施
設
）
で

の
職
員
向
け
の
研
修
や
、
施
設
入
所
児
へ
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
訪
問
支
援
な
ど
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
現
在
、
県
の
事
業
は
２
年

目
。
２
０
２
３
年
度
に
は
熊
本
市
の
「
こ
ど

も
権
利
擁
護
推
進
事
業
」
を
受
託
し
相
互
に

活
動
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
意
見
が
表
明
さ
れ

実
際
に
カ
タ
チ
に
な
る
機
会
を
創
出

　
県
の
事
業
の
中
で
特
徴
的
な
活
動
の
一
つ

と
し
て
、
山
下
さ
ん
は
「
子
ど
も
会
」
に
つ

い
て
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。「
各
児
童
養
護

施
設
か
ら
代
表
の
子
ど
も
た
ち
を
集
め
て
、

大
人
が
い
な
い
と
こ
ろ
で
意
見
交
換
を
す
る

ん
で
す
。
私
た
ち
が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と

し
て
入
っ
て
、
社
会
的
養
育
推
進
計
画
に
つ

い
て
質
問
や
意
見
を
あ
げ
て
も
ら
う
ん
で
す

け
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
意
見
を
そ
の
ま
ま
県

の
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
に
あ
げ
て
、
そ
れ
に

対
し
て
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
も
ら
っ
た
り
、

各
施
設
の
運
用
に
促
し
て
も
ら
っ
た
り
し
て

い
ま
す
」。
２
０
２
２
年
度
は
オ
ン
ラ
イ
ン

特集特集 子どもの声を表明し権利を守る「子どもアドボカシー」の取り組み

て
、
自
分
た
ち
（
子
ど
も
自
身
）
の
権
利
に

つ
い
て
近
い
と
こ
ろ
か
ら
ち
ゃ
ん
と
伝
え
て

く
れ
る
人
っ
て
こ
れ
ま
で
い
な
か
っ
た
と
思

う
ん
で
す
。
そ
の
子
た
ち
が
理
解
で
き
よ
う

と
で
き
ま
い
と
、
自
分
自
身
の
権
利
と
は
何

か
を
知
る
チ
ャ
ン
ス
が
保
障
さ
れ
る
と
い
う

こ
と
は
す
ご
く
い
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
」

と
、
山
下
さ
ん
や
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
は
、

ア
ド
ボ
ケ
イ
ト
を
す
る
中
で
実
感
し
て
い
る

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
令
和
６
年
８
月
に
は
、「
子
ど
も
ア
ド
ボ

カ
シ
ー
学
会
第
３
回
研
修
大
会
　
熊
本
大

会
」
が
、
県
内
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
実
行
委

員
長
と
し
て
大
会
を
推
進
さ
れ
て
い
く
山
下

普
段
の
活
動
の
根
底
に
は
常
に

ア
ド
ボ
カ
シ
ー
の
考
え
が
あ
る

　
ト
ナ
リ
ビ
ト
で
は
、
親
を
頼
れ
な
い
子
ど

も
・
若
者
を
対
象
に
、
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
等
の

住
居
支
援
、
緊
急
シ
ェ
ル
タ
ー
や
居
場
所
の

提
供
、
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
の
相

談
対
応
を
メ
イ
ン
に
、
普
及
啓
発
や
支
援
者

育
成
等
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。「
急
務
だ
な

と
思
っ
た
の
が
住
ま
い
。
頼
れ
る
親
が
い
な

い
子
、
虐
待
を
受
け
て
い
る
と
い
う
子
が
施

設
を
卒
業
し
た
と
き
に
、
住
む
と
こ
ろ
が
な

い
と
ど
う
に
も
な
ら
な
い
。
教
え
子
が
、『
社

会
に
出
て
失
敗
し
て
も
安
心
し
て
居
ら
れ
る

場
所
が
欲
し
い
』
と
話
し
て
く
れ
た
時
に
、

本
当
に
そ
う
だ
な
っ
て
」。
そ
う
や
っ
て
最

初
に
立
ち
上
げ
た
の
が
自
立
支
援
シ
ェ
ア
ハ

ウ
ス
「
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
」。
若
者
た
ち
が
支
援
を

得
な
が
ら
、
共
同
生
活
の
な
か
で
自
立
を
目

指
す
住
居
で
す
。
そ
の
後
、
１
人
暮
ら
し
に

限
り
な
く
近
い
環
境
で
暮
ら
せ
る
ワ
ン
ル
ー

ム
型
住
居
や
理
解
あ
る
オ
ー
ナ
ー
が
見
守
り

を
行
う
一
般
住
居
も
整
備
し
、
い
ず
れ
も
定

員
に
達
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
設
置
し

た
居
場
所
ス
ペ
ー
ス
「
お
と
な
り
さ
ん
」
で

は
、
ご
飯
を
食
べ
た
り
漫
画
を
読
ん
だ
り
、

自
由
に
安
心
し
て
過
ご
せ
る
居
場
所
を
提
供

し
、
２
０
２
２
年
度
に
は
９
１
２
件
の
利
用

が
あ
り
ま
し
た
。
若
者
の
緊
急
保
護
・
避
難

を
目
的
と
し
た
緊
急
シ
ェ
ル
タ
ー
の
同
年
度

の
利
用
者
延
べ
数
は
13
名
、
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
た
相
談
は
５
０
４
件
あ
り

ま
し
た
。「
当
初
は
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
し
か
な

か
っ
た
の
で
何
も
で
き
な
か
っ
た
け
ど
、
今

は
子
ど
も
た
ち
か
ら
の
声
、
Ｓ
Ｏ
Ｓ
に
対
応

で
き
る
選
択
肢
が
増
え
ま
し
た
。
こ
れ
ら
事

業
の
一
番
ベ
ー
ス
に
あ
る
も
の
が
、
子
ど
も

ア
ド
ボ
カ
シ
ー
な
ん
で
す
」。

熊
本
の
子
ど
も
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
を

牽
引
す
る
精
力
的
な
活
動

　
子
ど
も
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
を
事
業
化
す
る
た

め
に
は
ど
う
す
べ
き
か
。
山
下
さ
ん
や
ス

タ
ッ
フ
が
奔
走
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
子
ど
も

ア
ド
ボ
カ
シ
ー
研
究
の
有
識
者
の
一
人
が
同

じ
熊
本
に
い
る
こ
と
を
知
り
ま
す
。
「
熊
本

学
園
大
学
の
堀 

正
嗣
先
生
で
す
。
堀
先
生
の

さ
ん
は
、
こ
の
機
会
に
多
く
の
人
に
子
ど
も

ア
ド
ボ
カ
シ
ー
に
つ
い
て
知
っ
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。「
子
ど
も
と
大
人
が
同
じ

認
識
を
持
っ
て
は
じ
め
て
、
子
ど
も
の
権
利

擁
護
は
進
ん
で
い
く
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
大

人
が
し
っ
か
り
理
解
し
て
準
備
を
し
て
い
か

な
い
と
、
子
ど
も
た
ち
だ
け
力
を
つ
け
て
も

そ
の
先
に
出
口
は
な
い
ん
で
す
。
子
ど
も
ア

ド
ボ
カ
シ
ー
を
、
”文
化
と
し
て
地
域
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
大
前
提
“
と
し

て
や
っ
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
」。
全
国
的
に
見
て
も
熱
意
あ
る
実

践
を
行
う
熊
本
の
子
ど
も
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
事

業
。
そ
の
事
例
を
知
り
、
認
識
を
深
め
る
と

と
も
に
、
普
段
か
ら
意
識
を
持
っ
て
子
ど
も

達
と
接
し
て
い
く
こ
と
、
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
に

つ
い
て
広
め
て
い
く
こ
と
も
、
私
た
ち
大
人

の
責
務
の
一
つ
で
も
あ
り
ま
す
。
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●訪問活動（訪問アドボカシー）と個別面談
事業実施対象となる県内の一時保護所および児童養護施設4か所に実施。訪問活動では決
められた日に訪問し、子どもたちの関係作りや希望する子の面談・意見表明支援を実施。
訪問活動日外で個別に要望があった場合には、各機関と調整の上、別途個別に面談・意
見表明支援を行った。

理
解
さ
れ
る
ま
で
に
は
時
間
が
か
か
る
し
、

さ
ら
に
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
る
よ
う
に
な
る
の

は
ま
だ
ま
だ
先
か
な
と
。
息
の
長
い
活
動
が

必
要
で
す
し
、
制
度
と
し
て
落
と
し
込
ま
れ

て
い
く
よ
う
に
な
る
と
い
い
で
す
ね
」
と
、

職
員
（
大
人
）
に
向
け
た
継
続
的
な
研
修
の

機
会
の
重
要
性
を
訴
え
ま
す
。

　
”子
ど
も
か
ら
見
た
“
メ
リ
ッ
ト
は
、
ア

ド
ボ
ケ
イ
ト
の
訪
問
に
よ
っ
て
、
話
を
す
る

選
択
肢
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
こ
と
、
秘
密

が
守
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
。
「
言
っ
て
よ

か
っ
た
ん
だ
、
声
を
上
げ
て
い
い
こ
と
だ
っ

た
ん
だ
と
、
子
ど
も
た
ち
が
だ
ん
だ
ん
分

か
っ
て
き
て
く
れ
る
。
子
ど
も
た
ち
に
対
し
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Close-up

発
災
当
日
に
確
認
、
確
保
で
き
た

災
害
支
援
に
必
要
な
資
機
材

　
令
和
５
年
６
月
末
、
活
発
な
梅
雨
前
線
の

活
動
に
よ
り
西
日
本
を
中
心
に
各
地
で
線
状

降
水
帯
が
発
生
。
７
月
以
降
も
降
り
続
け
た

大
雨
は
、
日
本
各
地
で
河
川
の
氾
濫
や
土
砂

災
害
な
ど
甚
大
な
被
害
を
引
き
起
こ
し
ま
し

た
。
熊
本
県
益
城
町
に
お
い
て
は
、
７
月
３

日
の
朝
に
木
山
川
と
岩
戸
川
が
氾
濫
し
、
周

辺
の
住
宅
は
浸
水
。
田
畑
や
道
路
が
冠
水
し
、

土
砂
崩
れ
で
寺
院
が
押
し
潰
さ
れ
る
な
ど
、

一
部
地
域
で
大
き
な
被
害
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
益
城
町
社
会
福
祉
協
議
会
（
以
下
、
町

社
協
）
地
域
福
祉
課 

課
長
の
冨
嶋
さ
ん
は
、

「
熊
本
地
震
の
経
験
が
あ
っ
た
の
で
、
被
害

の
状
況
か
ら
す
ぐ
に
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
（
以
下
、
災
害
Ｖ
Ｃ
）
を
立
ち
上
げ

た
方
が
い
い
の
で
は
と
、
社
協
内
部
で
会
議

を
行
い
ま
し
た
。
同
時
に
そ
の
日
の
午
後
に

は
町
役
場
の
方
か
ら
災
害
Ｖ
Ｃ
立
ち
上
げ
の

要
請
が
来
ま
し
た
の
で
、
開
設
準
備
に
取
り

か
か
り
ま
し
た
」
と
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

　
実
は
冨
嶋
さ
ん
、
災
害
Ｖ
Ｃ
の
話
が
出
る

前
に
一
番
に
連
絡
を
し
た
の
が
、
バ
ル
ビ
ー

の
代
表
理
事
で
あ
る
中
村
さ
ん
で
し
た
。
バ

ル
ビ
ー
と
は
、
医
師
や
看
護
師
、
社
会
福
祉

士
や
デ
ザ
イ
ナ
ー
な
ど
多
種
多
様
な
資
格
、

専
門
知
識
を
持
つ
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
た

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
作
り
の
支
援
活
動
等
を
行
う

団
体
で
す
。
熊
本
地
震
で
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
支

援
活
動
に
参
加
し
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
後
も

長
期
に
渡
り
県
内
各
地
で
の
復
興
支
援
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
令
和
４
年
に
は
熊
本
県

社
協
（
以
下
、
県
社
協
）
と
連
携
し
、
災
害

支
援
に
必
要
な
資
機
材
を
管
理
・
運
用
し
、

災
害
Ｖ
Ｃ
の
運
営
を
支
援
す
る
「
熊
本
資
機

材
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」（
Ｐ
９
に
て
解
説
）
の

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。「
バ
ル
ビ
ー
が

資
機
材
を
保
管
す
る
倉
庫
が
、
益
城
町
に
あ

る
ん
で
す
。
災
害
Ｖ
Ｃ
を
設
置
す
る
に
あ

た
っ
て
は
資
機
材
の
確
保
が
大
事
で
す
の
で
、

い
つ
で
も
資
機
材
が
運
び
出
せ
る
状
況
に
あ

る
か
を
ま
ず
確
認
し
ま
し
た
」。

　
冨
嶋
さ
ん
の
電
話
を
受
け
た
時
、
中
村
さ

ん
は
す
で
に
倉
庫
に
到
着
し
、
入
り
口
近
く

ま
で
来
て
い
た
泥
水
を
片
付
け
て
い
る
と
こ

ろ
だ
っ
た
そ
う
。「
資
機
材
が
無
事
だ
っ
た

の
は
確
認
し
て
い
た
の
で
、
い
つ
で
も
出
せ

る
よ
、
と
伝
え
ま
し
た
」
と
中
村
さ
ん
。
資

機
材
が
不
足
し
て
い
る
場
合
、
社
協
職
員
が

資
機
材
集
め
に
走
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
資

機
材
が
十
分
確
保
で
き
る
と
確
認
で
き
た
こ

と
で
、
職
員
は
被
害
の
情
報
収
集
に
集
中
で

き
た
と
い
い
ま
す
。
町
内
全
域
の
区
長
、
民

生
委
員
に
電
話
を
し
、
発
災
当
日
の
夕
方
に

は
被
害
の
全
容
が
把
握
で
き
ま
し
た
。

災
害
Ｖ
Ｃ
の
旗
を
掲
げ
る
こ
と
で

被
災
者
が
声
を
あ
げ
や
す
く
な
る

　
熊
本
地
震
の
際
、
長
期
に
わ
た
っ
て
災
害

Ｖ
Ｃ
を
開
設
し
て
い
た
こ
と
で
、
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
や
団
体
と
の
つ
な
が
り

が
強
い
町
社
協
。
水
害
が
起
き
た
３
日
の
昼

に
は
、
支
援
団
体
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
が

あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。「
災
害
Ｖ
Ｃ
は
い
つ

立
ち
上
げ
る
の
か
、
自
分
達
に
は
こ
う
い
う

支
援
が
で
き
る
よ
、
と
い
っ
た
お
電
話
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
立
ち
上
げ
の
準
備
を
し
て

い
る
こ
と
を
伝
え
な
が
ら
、
支
援
に
入
れ
る

な
ら
い
つ
か
ら
入
れ
ま
す
か
？
こ
れ
ま
で
ど

こ
の
支
援
に
入
ら
れ
ま
し
た
か
？
と
、
そ
の

団
体
の
強
み
を
確
認
し
ま
し
た
」
と
冨
嶋
さ

ん
。
団
体
ご
と
に
可
能
な
支
援
内
容
や
持
参

す
る
資
機
材
な
ど
の
情
報
を
書
き
上
げ
、
バ

市町村社協では、地域福祉活動を推進し、支援を必要とする住民のサポート等を行うために
さまざまな事業を実施しています。今回は、令和５年７月の豪雨において災害ボランティア
センターを開設し、支援団体と連携して被災者支援に取り組んだ益城町社会福祉協議会の活動
をご紹介します。

「熊本地震で築いた経験やネットワーク。
すぐに連絡し連携が取れる関係性が
最短での災害ボランティアセンター
開所につながりました」

「熊本地震で築いた経験やネットワーク。
すぐに連絡し連携が取れる関係性が
最短での災害ボランティアセンター
開所につながりました」

ル
ビ
ー
や
県
社
協
に
も
共
有
し
、
情
報
や
助

言
を
も
ら
い
な
が
ら
、
災
害
Ｖ
Ｃ
開
設
に
向

け
た
組
み
立
て
の
一
つ
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
調
整
も
行
い
ま
し
た
。

　
被
害
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
通
常
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
対
応
す
る
こ
と
も
想
定

さ
れ
た
そ
う
。
し
か
し
、「
熊
本
地
震
を
経
験

し
た
以
上
、
”災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー“

の
看
板
を
掲
げ
る
こ
と
で
、
住
民
が
手
を
挙

げ
や
す
い
と
思
い
ま
し
た
。
た
だ
で
さ
え
災

害
が
起
き
る
と
、
”自
分
は
い
い
よ“
と
遠
慮

さ
れ
る
被
災
者
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
き
ち
ん

と
災
害
Ｖ
Ｃ
と
い
う
旗
を
上
げ
て
や
っ
た
方

が
い
い
と
い
う
の
が
、
社
協
み
ん
な
の
一
致

団
結
し
た
答
え
で
し
た
」。

判
断
に
迷
っ
た
ら
す
ぐ
に
助
言
を
聞
き

被
災
者
に
合
わ
せ
た
柔
軟
な
支
援
を

　
町
社
協
で
は
、
４
日
に
は
災
害
Ｖ
Ｃ
開

所
の
チ
ラ
シ
を
地
域
に
ポ
ス
テ
イ
ン
グ

し
、
発
災
直
後
か
ら
支
援
に
当
た
っ
て
い

る
地
元
消
防
団
長
に
ニ
ー
ズ
票
を
配
布
す

る
な
ど
、
開
所
前
の
準
備
を
進
め
ま
し

た
。
そ
ん
な
中
、
被
害
の
な
か
っ
た
地
域

の
区
長
が
自
ら
率
先
し
て
被
災
地
を
訪
問

し
、
日
用
品
な
ど
必
要
な
物
の
聞
き
取
り

を
行
っ
て
物
資
支
援
活
動
を
さ
れ
て
い
た

ケ
ー
ス
も
。「
熊
本
地
震
で
の
経
験
や
つ
な

が
り
が
、
災
害
Ｖ
Ｃ
だ
け
で
な
く
地
域
で

も
活
か
さ
れ
て
い
た
。
災
害
に
よ
る
地
域

の
互
助
の
取
り
組
み
が
で
き
て
い
た
と
実

感
し
ま
し
た
」
と
冨
嶋
さ
ん
。

　
し
か
し
、
熊
本
地
震
と
違
っ
た
こ
と
は

水
害
と
い
う
点
。
社
協
職
員
に
と
っ
て
も

経
験
が
無
か
っ
た
た
め
、
ど
の
よ
う
な
資

機
材
が
必
要
で
、
ど
こ
ま
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
復
旧
作
業
を
す
る
の
か
と
い
う

こ
と
も
判
断
が
難
し
く
、
冨
嶋
さ
ん
は
そ

の
都
度
中
村
さ
ん
や
県
社
協
の
池
尻
さ
ん

に
相
談
し
な
が
ら
現
場
で
の
判
断
を
し
て

い
ま
し
た
。「
私
が
ど
ち
ら
か
に
電
話
を
す

る
と
、
中
村
さ
ん
と
池
尻
さ
ん
が
連
絡
を

取
り
合
っ
て
情
報
共
有
し
て
く
だ
さ
っ
て

い
る
、
と
い
う
こ
と
が
何
度
も
あ
り
ま
し

た
。
次
々
に
い
ろ
ん
な
課
題
が
起
き
て
判

断
を
迫
ら
れ
る
中
、
横
の
連
携
が
取
れ
て

い
る
こ
と
は
す
ご
く
助
か
り
ま
し
た
」
と

冨
嶋
さ
ん
。
例
え
ば
、
被
災
者
宅
で
の
復

旧
支
援
で
は
、
県
社
協
が
災
害
協
定
を
結

ん
で
い
る
県
建
築
士
会
の
建
築
士
に
立
ち

会
っ
て
も
ら
う
な
ど
、
専
門
的
な
見
立
て

を
元
に
復
旧
支
援
を
進
め
て
い
っ
た
こ
と

で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
理
解
を
得
な

が
ら
ト
ラ
ブ
ル
な
く
復
旧
す
る
こ
と
が
で

き
た
そ
う
。「
被
害
状
況
と
い
う
の
は
ど
こ

も
同
じ
で
は
な
い
の
で
、
い
か
に
柔
軟
に

ニ
ー
ズ
を
受
け
止
め
る
こ
と
が
で
き
る
か

が
問
わ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
私
た

ち
社
協
職
員
が
判
断
に
悩
む
時
に
、
相
談

で
き
る
つ
な
が
り
先
を
ど
れ
だ
け
持
っ
て

い
る
か
が
大
事
だ
と
、
今
回
の
支
援
を
通

し
て
痛
感
し
ま
し
た
」。

　
今
回
の
益
城
町
災
害
Ｖ
Ｃ
で
の
活
動

は
、
７
月
６
日
の
開
所
日
か
ら
活
動
を
ス

タ
ー
ト
し
、
９
月
30
日
に
閉
所
。
一
般
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
は
せ
ず
、
日
頃
か
ら

つ
な
が
り
の
あ
っ
た
団
体
等
の
支
援
を
得

て
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ス
ム
ー

ズ
な
運
営
は
熊
本
地
震
の
際
に
築
か
れ
た

支
援
者
・
社
協
・
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
よ
り
実
現
し
た
も
の
と
言
え
ま
す
。

社協活動クローズアップ社協活動クローズアップ
社協活動クローズアップ

令和５年７月
３日（月）
発災
・バルビーに資機材確認
・町から災害VC開所要請
・ボランティア団体から問い合せ

４日（火）
現場視察
・県社協と協議
・災害VC開設のチラシ配布
・ボランティア団体調整

５日（水）
資機材搬入
・災害VC開所準備

６日（木）
災害VC開所
・活動スタート

水害発生から災害ボランティアセンター（VC）開所までの流れ

●活動実績
・災害VC開設日数：87日　活動日数：39日
・ボランティア参加人数：延べ495名
・新規依頼：42件　　活動件数：98件
　完了件数：34件

益城町災害VCとバルビーの倉庫までの距離は、車で約10分。
不足した資機材をすぐに調達することができた。

（右から）特定非営利活動法人 バルビー 代表理事 中村 聖悟さん
　　　　　社会福祉法人 益城町社会福祉協議会 地域福祉課 課長 冨嶋 智香子さん
　　　　　社会福祉法人 熊本県社会福祉協議会 地域福祉部 ボランティアセンター 主任 池尻 憲二さん
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Close-up

発
災
当
日
に
確
認
、
確
保
で
き
た

災
害
支
援
に
必
要
な
資
機
材

　
令
和
５
年
６
月
末
、
活
発
な
梅
雨
前
線
の

活
動
に
よ
り
西
日
本
を
中
心
に
各
地
で
線
状

降
水
帯
が
発
生
。
７
月
以
降
も
降
り
続
け
た

大
雨
は
、
日
本
各
地
で
河
川
の
氾
濫
や
土
砂

災
害
な
ど
甚
大
な
被
害
を
引
き
起
こ
し
ま
し

た
。
熊
本
県
益
城
町
に
お
い
て
は
、
７
月
３

日
の
朝
に
木
山
川
と
岩
戸
川
が
氾
濫
し
、
周

辺
の
住
宅
は
浸
水
。
田
畑
や
道
路
が
冠
水
し
、

土
砂
崩
れ
で
寺
院
が
押
し
潰
さ
れ
る
な
ど
、

一
部
地
域
で
大
き
な
被
害
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
益
城
町
社
会
福
祉
協
議
会
（
以
下
、
町

社
協
）
地
域
福
祉
課 

課
長
の
冨
嶋
さ
ん
は
、

「
熊
本
地
震
の
経
験
が
あ
っ
た
の
で
、
被
害

の
状
況
か
ら
す
ぐ
に
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
（
以
下
、
災
害
Ｖ
Ｃ
）
を
立
ち
上
げ

た
方
が
い
い
の
で
は
と
、
社
協
内
部
で
会
議

を
行
い
ま
し
た
。
同
時
に
そ
の
日
の
午
後
に

は
町
役
場
の
方
か
ら
災
害
Ｖ
Ｃ
立
ち
上
げ
の

要
請
が
来
ま
し
た
の
で
、
開
設
準
備
に
取
り

か
か
り
ま
し
た
」
と
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

　
実
は
冨
嶋
さ
ん
、
災
害
Ｖ
Ｃ
の
話
が
出
る

前
に
一
番
に
連
絡
を
し
た
の
が
、
バ
ル
ビ
ー

の
代
表
理
事
で
あ
る
中
村
さ
ん
で
し
た
。
バ

ル
ビ
ー
と
は
、
医
師
や
看
護
師
、
社
会
福
祉

士
や
デ
ザ
イ
ナ
ー
な
ど
多
種
多
様
な
資
格
、

専
門
知
識
を
持
つ
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
た

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
作
り
の
支
援
活
動
等
を
行
う

団
体
で
す
。
熊
本
地
震
で
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
支

援
活
動
に
参
加
し
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
後
も

長
期
に
渡
り
県
内
各
地
で
の
復
興
支
援
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
令
和
４
年
に
は
熊
本
県

社
協
（
以
下
、
県
社
協
）
と
連
携
し
、
災
害

支
援
に
必
要
な
資
機
材
を
管
理
・
運
用
し
、

災
害
Ｖ
Ｃ
の
運
営
を
支
援
す
る
「
熊
本
資
機

材
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」（
Ｐ
９
に
て
解
説
）
の

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。「
バ
ル
ビ
ー
が

資
機
材
を
保
管
す
る
倉
庫
が
、
益
城
町
に
あ

る
ん
で
す
。
災
害
Ｖ
Ｃ
を
設
置
す
る
に
あ

た
っ
て
は
資
機
材
の
確
保
が
大
事
で
す
の
で
、

い
つ
で
も
資
機
材
が
運
び
出
せ
る
状
況
に
あ

る
か
を
ま
ず
確
認
し
ま
し
た
」。

　
冨
嶋
さ
ん
の
電
話
を
受
け
た
時
、
中
村
さ

ん
は
す
で
に
倉
庫
に
到
着
し
、
入
り
口
近
く

ま
で
来
て
い
た
泥
水
を
片
付
け
て
い
る
と
こ

ろ
だ
っ
た
そ
う
。「
資
機
材
が
無
事
だ
っ
た

の
は
確
認
し
て
い
た
の
で
、
い
つ
で
も
出
せ

る
よ
、
と
伝
え
ま
し
た
」
と
中
村
さ
ん
。
資

機
材
が
不
足
し
て
い
る
場
合
、
社
協
職
員
が

資
機
材
集
め
に
走
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
資

機
材
が
十
分
確
保
で
き
る
と
確
認
で
き
た
こ

と
で
、
職
員
は
被
害
の
情
報
収
集
に
集
中
で

き
た
と
い
い
ま
す
。
町
内
全
域
の
区
長
、
民

生
委
員
に
電
話
を
し
、
発
災
当
日
の
夕
方
に

は
被
害
の
全
容
が
把
握
で
き
ま
し
た
。

災
害
Ｖ
Ｃ
の
旗
を
掲
げ
る
こ
と
で

被
災
者
が
声
を
あ
げ
や
す
く
な
る

　
熊
本
地
震
の
際
、
長
期
に
わ
た
っ
て
災
害

Ｖ
Ｃ
を
開
設
し
て
い
た
こ
と
で
、
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
や
団
体
と
の
つ
な
が
り

が
強
い
町
社
協
。
水
害
が
起
き
た
３
日
の
昼

に
は
、
支
援
団
体
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
が

あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。「
災
害
Ｖ
Ｃ
は
い
つ

立
ち
上
げ
る
の
か
、
自
分
達
に
は
こ
う
い
う

支
援
が
で
き
る
よ
、
と
い
っ
た
お
電
話
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
立
ち
上
げ
の
準
備
を
し
て

い
る
こ
と
を
伝
え
な
が
ら
、
支
援
に
入
れ
る

な
ら
い
つ
か
ら
入
れ
ま
す
か
？
こ
れ
ま
で
ど

こ
の
支
援
に
入
ら
れ
ま
し
た
か
？
と
、
そ
の

団
体
の
強
み
を
確
認
し
ま
し
た
」
と
冨
嶋
さ

ん
。
団
体
ご
と
に
可
能
な
支
援
内
容
や
持
参

す
る
資
機
材
な
ど
の
情
報
を
書
き
上
げ
、
バ

市町村社協では、地域福祉活動を推進し、支援を必要とする住民のサポート等を行うために
さまざまな事業を実施しています。今回は、令和５年７月の豪雨において災害ボランティア
センターを開設し、支援団体と連携して被災者支援に取り組んだ益城町社会福祉協議会の活動
をご紹介します。

「熊本地震で築いた経験やネットワーク。
すぐに連絡し連携が取れる関係性が
最短での災害ボランティアセンター
開所につながりました」

「熊本地震で築いた経験やネットワーク。
すぐに連絡し連携が取れる関係性が
最短での災害ボランティアセンター
開所につながりました」

ル
ビ
ー
や
県
社
協
に
も
共
有
し
、
情
報
や
助

言
を
も
ら
い
な
が
ら
、
災
害
Ｖ
Ｃ
開
設
に
向

け
た
組
み
立
て
の
一
つ
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
調
整
も
行
い
ま
し
た
。

　
被
害
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
通
常
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
対
応
す
る
こ
と
も
想
定

さ
れ
た
そ
う
。
し
か
し
、「
熊
本
地
震
を
経
験

し
た
以
上
、
”災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー“

の
看
板
を
掲
げ
る
こ
と
で
、
住
民
が
手
を
挙

げ
や
す
い
と
思
い
ま
し
た
。
た
だ
で
さ
え
災

害
が
起
き
る
と
、
”自
分
は
い
い
よ“
と
遠
慮

さ
れ
る
被
災
者
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
き
ち
ん

と
災
害
Ｖ
Ｃ
と
い
う
旗
を
上
げ
て
や
っ
た
方

が
い
い
と
い
う
の
が
、
社
協
み
ん
な
の
一
致

団
結
し
た
答
え
で
し
た
」。

判
断
に
迷
っ
た
ら
す
ぐ
に
助
言
を
聞
き

被
災
者
に
合
わ
せ
た
柔
軟
な
支
援
を

　
町
社
協
で
は
、
４
日
に
は
災
害
Ｖ
Ｃ
開

所
の
チ
ラ
シ
を
地
域
に
ポ
ス
テ
イ
ン
グ

し
、
発
災
直
後
か
ら
支
援
に
当
た
っ
て
い

る
地
元
消
防
団
長
に
ニ
ー
ズ
票
を
配
布
す

る
な
ど
、
開
所
前
の
準
備
を
進
め
ま
し

た
。
そ
ん
な
中
、
被
害
の
な
か
っ
た
地
域

の
区
長
が
自
ら
率
先
し
て
被
災
地
を
訪
問

し
、
日
用
品
な
ど
必
要
な
物
の
聞
き
取
り

を
行
っ
て
物
資
支
援
活
動
を
さ
れ
て
い
た

ケ
ー
ス
も
。「
熊
本
地
震
で
の
経
験
や
つ
な

が
り
が
、
災
害
Ｖ
Ｃ
だ
け
で
な
く
地
域
で

も
活
か
さ
れ
て
い
た
。
災
害
に
よ
る
地
域

の
互
助
の
取
り
組
み
が
で
き
て
い
た
と
実

感
し
ま
し
た
」
と
冨
嶋
さ
ん
。

　
し
か
し
、
熊
本
地
震
と
違
っ
た
こ
と
は

水
害
と
い
う
点
。
社
協
職
員
に
と
っ
て
も

経
験
が
無
か
っ
た
た
め
、
ど
の
よ
う
な
資

機
材
が
必
要
で
、
ど
こ
ま
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
復
旧
作
業
を
す
る
の
か
と
い
う

こ
と
も
判
断
が
難
し
く
、
冨
嶋
さ
ん
は
そ

の
都
度
中
村
さ
ん
や
県
社
協
の
池
尻
さ
ん

に
相
談
し
な
が
ら
現
場
で
の
判
断
を
し
て

い
ま
し
た
。「
私
が
ど
ち
ら
か
に
電
話
を
す

る
と
、
中
村
さ
ん
と
池
尻
さ
ん
が
連
絡
を

取
り
合
っ
て
情
報
共
有
し
て
く
だ
さ
っ
て

い
る
、
と
い
う
こ
と
が
何
度
も
あ
り
ま
し

た
。
次
々
に
い
ろ
ん
な
課
題
が
起
き
て
判

断
を
迫
ら
れ
る
中
、
横
の
連
携
が
取
れ
て

い
る
こ
と
は
す
ご
く
助
か
り
ま
し
た
」
と

冨
嶋
さ
ん
。
例
え
ば
、
被
災
者
宅
で
の
復

旧
支
援
で
は
、
県
社
協
が
災
害
協
定
を
結

ん
で
い
る
県
建
築
士
会
の
建
築
士
に
立
ち

会
っ
て
も
ら
う
な
ど
、
専
門
的
な
見
立
て

を
元
に
復
旧
支
援
を
進
め
て
い
っ
た
こ
と

で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
理
解
を
得
な

が
ら
ト
ラ
ブ
ル
な
く
復
旧
す
る
こ
と
が
で

き
た
そ
う
。「
被
害
状
況
と
い
う
の
は
ど
こ

も
同
じ
で
は
な
い
の
で
、
い
か
に
柔
軟
に

ニ
ー
ズ
を
受
け
止
め
る
こ
と
が
で
き
る
か

が
問
わ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
私
た

ち
社
協
職
員
が
判
断
に
悩
む
時
に
、
相
談

で
き
る
つ
な
が
り
先
を
ど
れ
だ
け
持
っ
て

い
る
か
が
大
事
だ
と
、
今
回
の
支
援
を
通

し
て
痛
感
し
ま
し
た
」。

　
今
回
の
益
城
町
災
害
Ｖ
Ｃ
で
の
活
動

は
、
７
月
６
日
の
開
所
日
か
ら
活
動
を
ス

タ
ー
ト
し
、
９
月
30
日
に
閉
所
。
一
般
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
は
せ
ず
、
日
頃
か
ら

つ
な
が
り
の
あ
っ
た
団
体
等
の
支
援
を
得

て
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ス
ム
ー

ズ
な
運
営
は
熊
本
地
震
の
際
に
築
か
れ
た

支
援
者
・
社
協
・
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
よ
り
実
現
し
た
も
の
と
言
え
ま
す
。

社協活動クローズアップ社協活動クローズアップ
社協活動クローズアップ

令和５年７月
３日（月）
発災
・バルビーに資機材確認
・町から災害VC開所要請
・ボランティア団体から問い合せ

４日（火）
現場視察
・県社協と協議
・災害VC開設のチラシ配布
・ボランティア団体調整

５日（水）
資機材搬入
・災害VC開所準備

６日（木）
災害VC開所
・活動スタート

水害発生から災害ボランティアセンター（VC）開所までの流れ

●活動実績
・災害VC開設日数：87日　活動日数：39日
・ボランティア参加人数：延べ495名
・新規依頼：42件　　活動件数：98件
　完了件数：34件

益城町災害VCとバルビーの倉庫までの距離は、車で約10分。
不足した資機材をすぐに調達することができた。

（右から）特定非営利活動法人 バルビー 代表理事 中村 聖悟さん
　　　　　社会福祉法人 益城町社会福祉協議会 地域福祉課 課長 冨嶋 智香子さん
　　　　　社会福祉法人 熊本県社会福祉協議会 地域福祉部 ボランティアセンター 主任 池尻 憲二さん
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よ
り
、
い
ざ
災
害
Ｖ
Ｃ
を
立
ち
上
げ
る
際
に

職
員
が
不
安
に
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
」。
ま
た
、
現
場
で
混
乱
が
起
き
な

い
た
め
に
も
、
よ
り
多
く
の
情
報
や
つ
な
が

り
が
あ
る
こ
と
も
大
事
だ
と
続
け
ま
す
。

「
県
社
協
や
バ
ル
ビ
ー
に
は
疑
問
が
あ
れ
ば

す
ぐ
連
絡
し
て
相
談
し
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
も

ら
え
た
こ
と
は
す
ご
く
大
き
か
っ
た
で
す
。

そ
う
い
っ
た
日
頃
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

し
て
い
く
こ
と
、
他
の
市
町
村
社
協
の
職
員

の
方
々
へ
災
害
を
知
る
機
会
を
提
供
し
伝
え

て
い
く
こ
と
が
、
次
の
災
害
の
備
え
に
つ
な

が
る
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
、
冨
嶋
さ
ん
は

力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
残
し
て
く
れ
ま
し
た
。

社会福祉法人
益城町社会福祉協議会
お問い合わせ　　
Tel.096-214-5566
熊本県上益城郡益城町惣領1470
益城町保健福祉センター内
ホームページ
https://www.mashiki-shakyo.or.jp/

PICK UP
 WORD

資機材ネットワーク

資
機
材
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
は
・・・

　
大
地
震
や
風
水
害
等
の
大
規
模
災
害
発
生

時
に
、
迅
速
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
体
制
づ

く
り
に
つ
な
が
る
よ
う
、
各
都
道
府
県
・
指
定

都
市
圏
域
に
お
け
る
災
害
時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
係
る
資
機
材
等
の
整
備
を
行
い
、
そ
れ

を
活
用
す
る
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
。
令
和
４

年
度
よ
り
、
資
機
材
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
に
あ

た
る
助
成
先
を
社
会
福
祉
法
人
中
央
共
同
募

金
会
が
公
募
。
全
国
的
に
資
機
材
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
・
体
制
づ
く
り
が
広
が
っ
て
い
る
。

　
災
害
Ｖ
Ｃ
を
立
ち
上
げ
る
際
に
必
要
不
可

欠
な
の
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
支
援
活
動
に

使
う
各
種
ス
コ
ッ
プ
や
一
輪
車
、
高
圧
洗
浄
機

等
の
資
機
材
で
す
。
熊
本
県
社
協
と
と
も
に

県
内
の
資
機
材
を
把
握
・
整
理
を
し
、
管
理
・

運
用
を
行
う
の
が
「
熊
本
資
機
材
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」。
運
営
す
る
バ
ル
ビ
ー
の
中
村
さ
ん

と
岳
中
さ
ん
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

被
災
者
に
向
け
た
災
害
Ｖ
Ｃ
を

い
ち
早
く
立
ち
上
げ
運
営
す
る
た
め
に

　
熊
本
地
震
の
際
、
海
外
か
ら
緊
急
支
援
を

行
っ
て
い
た
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
活
動
に
参
加
し
て

い
た
バ
ル
ビ
ー
。「
私
た
ち
は

熊
本
人
と
し
て
そ
の
後
の
復

興
に
長
く
関
わ
り
続
け
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
思
い
、
回

復
力
の
強
い
地
域
づ
く
り
を

み
ん
な
で
行
う
活
動
を
バ
ル

ビ
ー
と
し
て
続
け
て
い
ま
す
」

と
岳
中
さ
ん
。
こ
れ
ま
で
被

災
地
域
か
ら
の
要
請
に
応
じ

て
災
害
Ｖ
Ｃ
の
運
営
支
援
を

行
な
っ
て
き
た
お
二
人
。
資
機

材
が
県
外
か
ら
時
間
を
か
け

て
運
び
込
ま
れ
る
こ
と
で
す

ぐ
に
活
動
が
で
き
な
い
こ
と
、
膨
大
な
経
費
が

掛
か
っ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
疑
問
を
感
じ
て

い
た
そ
う
で
す
。「
資
機
材
が
届
く
こ
と
は
あ

り
が
た
い
こ
と
で
す
が
、
県
内
に
資
機
材
が
あ

れ
ば
、
災
害
が
起
き
た
と
き
に
す
ぐ
に
共
有

で
き
て
支
援
活
動
が
始
め
ら
れ
ま
す
よ
ね
。

遠
方
か
ら
の
運
搬
費
用
も
か
か
ら
な
い
し
、
支

援
し
た
い
と
集
ま
っ
て
く
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
す
ぐ
に
活
動
で
き
て
、
被
災
し
た
方
々
が
す

ぐ
に
助
け
を
得
ら
れ
る
。
県
社
協
と
も
そ
う

い
っ
た
思
い
を
共
有
し
て
い
ま
し
た
」。

　
そ
こ
で
、
中
央
共
同
募
金
会
か
ら
出
さ
れ

た
「
災
害
時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
資
機
材

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
助
成
の
公
募
に
手
を
挙
げ
、

県
社
協
と
の
共
同
運
営
で
、
令
和
４
年
度
か

ら
実
施
。
そ
の
後
、
県
内
の
各
市
町
村
社
協
が

所
有
し
て
い
る
資
機
材
を
県
社
協
が
把
握
し
、

バ
ル
ビ
ー
と
共
有
。
バ
ル
ビ
ー
は
、
不
足
し
て

い
る
資
機
材
を
新
た
に
調
達
し
ま
し
た
。
市
町

村
社
協
か
ら
多
く
の
資
機
材
の
提
供
も
受
け
、

益
城
町
に
あ
る
バ
ル
ビ
ー
の
倉
庫
へ
大
移
動
。

災
害
Ｖ
Ｃ
運
営
に
必
要
と
な
る
資
機
材
の
ス

ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
と
し
て
管
理
・
運
用
す
る
体
制

を
整
え
て
い
ま
す
。

　
令
和
５
年
７
月
の
益
城
町
で
の
水
害
で
は
、

発
災
の
２
日
後
に
は
資
機
材
の
搬
入
が
完
了

し
、ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
災
害
Ｖ
Ｃ
開
所
を
実
現

し
ま
し
た
。
益
城
町
社
協
の
冨
嶋
さ
ん
は
「
熊

本
地
震
の
時
に
は
資
機
材
が
足
り
ず
、
社
協

職
員
が
あ
ち
こ
ち
買
い
に
走
っ
て
い
ま
し
た
。

今
回
は
災
害
が
起
き
て
す
ぐ
に
必
要
な
資
機

材
が
ど
の
く
ら
い
の
量
で
い
つ
搬
入
が
で
き
る

の
か
と
い
う
目
処
が
つ
き
、
早
急
な
災
害
Ｖ
Ｃ

立
ち
上
げ
に
つ
な
が
り
ま
し
た
し
、
職
員
は
他

の
被
災
者
支
援
業
務
を
行
え
ま
し
た
」
と
振

り
返
り
ま
す
。

福
岡
で
の
豪
雨
災
害
で
も
実
現
し
た

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
資
機
材
支
援

　
令
和
５
年
の
７
月
豪
雨
は
、
益
城
町
で
の

水
害
の
一
週
間
後
、
福
岡
県
、
佐
賀
県
、
大

分
県
に
も
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

熊
本
県
社
協
で
は
、「
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
社
会
福

祉
協
議
会
災
害
時
相
互
応
援
協
定
」
に
基
づ

き
、
７
月
28
日
か
ら
８
月
28
日
ま
で
、
福
岡

県
久
留
米
市
へ
熊
本
県
社
協
及
び
県
内
市
町

村
社
協
か
ら
延
べ
15
名
の
応
援
職
員
を
派
遣
。

災
害
Ｖ
Ｃ
の
運
営
支
援
に
努
め
ま
し
た
。

　
一
方
で
、
熊
本
資
機
材
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

は
、
７
月
13
日
に
福
岡
県
社
協
か
ら
の
依
頼

を
受
け
て
資
機
材
を
調
整
し
、
翌
日
14
日
に

は
必
要
な
資
機
材
を
広
川
町
社
協
へ
搬
入
す

社協活動クローズアップの中で登場
した用語について、事例とともに解
説します。

災
害
規
模
の
大
小
に
関
係
な
く

被
災
者
に
寄
り
添
う
支
援
の
継
続
へ

　
益
城
町
で
の
水
害
の
一
週
間
後
、
隣
県
福

岡
で
も
大
雨
に
よ
る
甚
大
な
被
害
が
発
生
し

ま
し
た
。
当
時
益
城
町
で
支
援
に
あ
た
っ
て

い
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
、
被
害
が
広
範

囲
な
福
岡
へ
の
支
援
へ
移
る
ケ
ー
ス
も
あ
っ

た
そ
う
。
「
被
災
地
で
は
ど
こ
で
も
あ
り
得

る
こ
と
で
す
が
、
被
災
の
規
模
が
小
さ
い
と
、

日
々
復
旧
復
興
は
で
き
て
い
て
も
、
被
災
し

た
方
の
気
持
ち
的
に
は
ど
こ
か
自
分
が
置
き

去
り
に
さ
れ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
感
じ

ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
災
害
の
規
模
が

大
き
い
と
、
生
活
再
建
の
た
め
の
支
え
合
い

セ
ン
タ
ー
等
の
事
業
に
引
き
継
い
で
い
け
ま

す
よ
ね
。
今
後
、
被
災
規
模
に
関
わ
ら
ず
被

災
者
の
心
に
伴
走
で
き
る
事
業
を
工
夫
し
て

い
か
な
い
と
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と

冨
嶋
さ
ん
。
そ
の
た
め
に
も
、
地
元
の
災
害

に
携
わ
る
団
体
や
防
災
士
会
、
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
等
と
、
通
常
の
社
協
事
業
を
通
し
て

も
交
流
を
深
め
、
災
害
を
見
据
え
た
連
携
や

顔
の
見
え
る
関
係
性
を
構
築
す
る
必
要
が
あ

る
と
話
し
ま
す
。そ
の
後
、
令
和
５
年
12
月
に

は
、
被
災
者
の
生
活
再
建
状
況
等
の
把
握
を

行
う
た
め
に
、
赤
い
羽
根
共
同
募
金
を
活
用

し
て
被
災
者
宅
の
訪
問
活
動
を
行
う
な
ど
、

被
災
者
に
寄
り
添
っ
た
支
援
を
継
続
さ
れ
て

い
ま
す
。

団
体
と
の
交
流
・
連
携
の
強
化
と

社
協
内
で
の
災
害
伝
承
を

　
災
害
Ｖ
Ｃ
の
指
揮
を
と
り
な
が
ら
冨
嶋
さ

ん
が
感
じ
た
こ
と
は
、
災
害
や
災
害
Ｖ
Ｃ
の

立
ち
上
げ
を
経
験
し
て
い
な
い
職
員
に
対
し

て
、
経
験
者
と
し
て
何
を
ど
の
よ
う
に
し
て

伝
え
る
か
が
、
と
て
も
重
要
な
こ
と
だ
と
い

う
こ
と
。「
益
城
町
は
地
震
と
水
害
を
経
験
し

ま
し
た
。
熊
本
地
震
の
時
と
違
い
、
今
回
は

通
常
業
務
を
行
い
な
が
ら
の
災
害
Ｖ
Ｃ
の
運

営
と
い
う
こ
と
で
、
い
か
に
職
員
同
士
、
自
分

が
や
っ
た
こ
と
を
正
確
に
伝
え
て
引
き
継
ぐ

か
と
い
う
こ
と
を
が
ん
ば
っ
て
い
た
と
思
い

ま
す
。
災
害
Ｖ
Ｃ
の
設
置
・
運
営
訓
練
に
加

え
て
、
実
際
に
経
験
し
た
上
で
の
メ
リ
ッ
ト

や
課
題
を
平
常
時
か
ら
伝
え
て
い
く
こ
と
に

る
な
ど
、
こ

こ
で
も
迅
速

な
活
動
が
で

き
ま
し
た
。

益
城
町
と
広

川
町
に
資
機

材
を
搬
入
し

た
時
期
は
重

な
っ
て
い
た

も
の
の
、
資

機
材
の
在
庫

に
は
余
裕
が

あ
っ
た
そ
う
。

「
災
害
の
規

模
や
種
類
に

も
よ
り
ま
す
が
、
２
か
所
分
の
資
機
材
を
出

す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
も
、
経
験
上

把
握
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
熊
本
県
内
に
と

ど
ま
ら
ず
、
県
外
の
市
町
村
社
協
と
も
資
機

材
の
貸
し
出
し
か
ら
回
収
ま
で
行
え
た
こ
と

で
、
今
後
の
活
動
の
可
能
性
が
広
が
り
ま
し

た
」と
、
中
村
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　
令
和
６
年
１
月
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地

震
に
お
い
て
も
、
必
要
な
資
機
材
や
物
資
、

そ
の
他
必
要
な
支
援
の
見
立
て
を
行
う
た
め

に
、
発
災
か
ら
４
日
後
の
１
月
５
日
に
石
川

県
に
赴
き
、
被
災
状
況
等
の
把
握
を
行
っ
た

バ
ル
ビ
ー
。
い
つ
で
も
搬
出
で
き
る
準
備
を

整
え
て
い
ま
す
。

　
当
初
課
題
と
し
て
い
た
災
害
Ｖ
Ｃ
の
迅
速

な
活
動
に
つ
い
て
、
資
機
材
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築
に
よ
り
、
あ
る
程
度
解
決
で
き
た
と

岳
中
さ
ん
、
中
村
さ
ん
は
話
し
ま
す
。「
被
災

地
域
の
市
町
村
社
協
の
職
員
さ
ん
は
、
で
き

る
だ
け
被
災
者
支
援
に
力
を
注
げ
る
よ
う
、

外
に
頼
め
る
こ
と
は
頼
ん
で
欲
し
い
と
思
い

ま
す
。
熊
本
県
社
協
と
の
連
携
の
も
と
、
熊

本
資
機
材
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
迅
速
に
お
手
伝

い
し
ま
す
の
で
、
資
機
材
に
関
す
る
こ
と
は

お
任
せ
く
だ
さ
い
！
」

特定非営利活動法人 バルビー
（左から） 代表理事　中村 聖悟さん
　　　　　事務局長　岳中 美江さん

通常の災害VCであれば、庭の泥だし、家財
道具の運び出し、室内の清掃までをボラン
ティアが行うが、今回は建築士の助言等を
受けながら床下の泥出しや消毒なども実施。
「とても丁寧に判断しながら復旧支援をさ
れていた」とバルビーの中村さん。

瓦工場の大きな倉庫に、
大量の資機材を保管。い
つでもすぐに搬入できる
よう、常に在庫管理、錆び
取りや修理などのメンテ
ナンスをバルビーのメン
バーが行なっている。

久留米市災害VCでの県内社協職員の支援応援の様子。その間、広川町への
資機材の追加搬入・回収などを、バルビーと県社協職員が連携して実施した。

（熊本県商工会館5F）
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よ
り
、
い
ざ
災
害
Ｖ
Ｃ
を
立
ち
上
げ
る
際
に

職
員
が
不
安
に
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
」。
ま
た
、
現
場
で
混
乱
が
起
き
な

い
た
め
に
も
、
よ
り
多
く
の
情
報
や
つ
な
が

り
が
あ
る
こ
と
も
大
事
だ
と
続
け
ま
す
。

「
県
社
協
や
バ
ル
ビ
ー
に
は
疑
問
が
あ
れ
ば

す
ぐ
連
絡
し
て
相
談
し
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
も

ら
え
た
こ
と
は
す
ご
く
大
き
か
っ
た
で
す
。

そ
う
い
っ
た
日
頃
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

し
て
い
く
こ
と
、
他
の
市
町
村
社
協
の
職
員

の
方
々
へ
災
害
を
知
る
機
会
を
提
供
し
伝
え

て
い
く
こ
と
が
、
次
の
災
害
の
備
え
に
つ
な

が
る
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
、
冨
嶋
さ
ん
は

力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
残
し
て
く
れ
ま
し
た
。

社会福祉法人
益城町社会福祉協議会
お問い合わせ　　
Tel.096-214-5566
熊本県上益城郡益城町惣領1470
益城町保健福祉センター内
ホームページ
https://www.mashiki-shakyo.or.jp/

PICK UP
 WORD

資機材ネットワーク

資
機
材
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
は
・・・

　
大
地
震
や
風
水
害
等
の
大
規
模
災
害
発
生

時
に
、
迅
速
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
体
制
づ

く
り
に
つ
な
が
る
よ
う
、
各
都
道
府
県
・
指
定

都
市
圏
域
に
お
け
る
災
害
時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
係
る
資
機
材
等
の
整
備
を
行
い
、
そ
れ

を
活
用
す
る
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
。
令
和
４

年
度
よ
り
、
資
機
材
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
に
あ

た
る
助
成
先
を
社
会
福
祉
法
人
中
央
共
同
募

金
会
が
公
募
。
全
国
的
に
資
機
材
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
・
体
制
づ
く
り
が
広
が
っ
て
い
る
。

　
災
害
Ｖ
Ｃ
を
立
ち
上
げ
る
際
に
必
要
不
可

欠
な
の
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
支
援
活
動
に

使
う
各
種
ス
コ
ッ
プ
や
一
輪
車
、
高
圧
洗
浄
機

等
の
資
機
材
で
す
。
熊
本
県
社
協
と
と
も
に

県
内
の
資
機
材
を
把
握
・
整
理
を
し
、
管
理
・

運
用
を
行
う
の
が
「
熊
本
資
機
材
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」。
運
営
す
る
バ
ル
ビ
ー
の
中
村
さ
ん

と
岳
中
さ
ん
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

被
災
者
に
向
け
た
災
害
Ｖ
Ｃ
を

い
ち
早
く
立
ち
上
げ
運
営
す
る
た
め
に

　
熊
本
地
震
の
際
、
海
外
か
ら
緊
急
支
援
を

行
っ
て
い
た
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
活
動
に
参
加
し
て

い
た
バ
ル
ビ
ー
。「
私
た
ち
は

熊
本
人
と
し
て
そ
の
後
の
復

興
に
長
く
関
わ
り
続
け
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
思
い
、
回

復
力
の
強
い
地
域
づ
く
り
を

み
ん
な
で
行
う
活
動
を
バ
ル

ビ
ー
と
し
て
続
け
て
い
ま
す
」

と
岳
中
さ
ん
。
こ
れ
ま
で
被

災
地
域
か
ら
の
要
請
に
応
じ

て
災
害
Ｖ
Ｃ
の
運
営
支
援
を

行
な
っ
て
き
た
お
二
人
。
資
機

材
が
県
外
か
ら
時
間
を
か
け

て
運
び
込
ま
れ
る
こ
と
で
す

ぐ
に
活
動
が
で
き
な
い
こ
と
、
膨
大
な
経
費
が

掛
か
っ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
疑
問
を
感
じ
て

い
た
そ
う
で
す
。「
資
機
材
が
届
く
こ
と
は
あ

り
が
た
い
こ
と
で
す
が
、
県
内
に
資
機
材
が
あ

れ
ば
、
災
害
が
起
き
た
と
き
に
す
ぐ
に
共
有

で
き
て
支
援
活
動
が
始
め
ら
れ
ま
す
よ
ね
。

遠
方
か
ら
の
運
搬
費
用
も
か
か
ら
な
い
し
、
支

援
し
た
い
と
集
ま
っ
て
く
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
す
ぐ
に
活
動
で
き
て
、
被
災
し
た
方
々
が
す

ぐ
に
助
け
を
得
ら
れ
る
。
県
社
協
と
も
そ
う

い
っ
た
思
い
を
共
有
し
て
い
ま
し
た
」。

　
そ
こ
で
、
中
央
共
同
募
金
会
か
ら
出
さ
れ

た
「
災
害
時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
資
機
材

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
助
成
の
公
募
に
手
を
挙
げ
、

県
社
協
と
の
共
同
運
営
で
、
令
和
４
年
度
か

ら
実
施
。
そ
の
後
、
県
内
の
各
市
町
村
社
協
が

所
有
し
て
い
る
資
機
材
を
県
社
協
が
把
握
し
、

バ
ル
ビ
ー
と
共
有
。
バ
ル
ビ
ー
は
、
不
足
し
て

い
る
資
機
材
を
新
た
に
調
達
し
ま
し
た
。
市
町

村
社
協
か
ら
多
く
の
資
機
材
の
提
供
も
受
け
、

益
城
町
に
あ
る
バ
ル
ビ
ー
の
倉
庫
へ
大
移
動
。

災
害
Ｖ
Ｃ
運
営
に
必
要
と
な
る
資
機
材
の
ス

ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
と
し
て
管
理
・
運
用
す
る
体
制

を
整
え
て
い
ま
す
。

　
令
和
５
年
７
月
の
益
城
町
で
の
水
害
で
は
、

発
災
の
２
日
後
に
は
資
機
材
の
搬
入
が
完
了

し
、ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
災
害
Ｖ
Ｃ
開
所
を
実
現

し
ま
し
た
。
益
城
町
社
協
の
冨
嶋
さ
ん
は
「
熊

本
地
震
の
時
に
は
資
機
材
が
足
り
ず
、
社
協

職
員
が
あ
ち
こ
ち
買
い
に
走
っ
て
い
ま
し
た
。

今
回
は
災
害
が
起
き
て
す
ぐ
に
必
要
な
資
機

材
が
ど
の
く
ら
い
の
量
で
い
つ
搬
入
が
で
き
る

の
か
と
い
う
目
処
が
つ
き
、
早
急
な
災
害
Ｖ
Ｃ

立
ち
上
げ
に
つ
な
が
り
ま
し
た
し
、
職
員
は
他

の
被
災
者
支
援
業
務
を
行
え
ま
し
た
」
と
振

り
返
り
ま
す
。

福
岡
で
の
豪
雨
災
害
で
も
実
現
し
た

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
資
機
材
支
援

　
令
和
５
年
の
７
月
豪
雨
は
、
益
城
町
で
の

水
害
の
一
週
間
後
、
福
岡
県
、
佐
賀
県
、
大

分
県
に
も
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

熊
本
県
社
協
で
は
、「
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
社
会
福

祉
協
議
会
災
害
時
相
互
応
援
協
定
」
に
基
づ

き
、
７
月
28
日
か
ら
８
月
28
日
ま
で
、
福
岡

県
久
留
米
市
へ
熊
本
県
社
協
及
び
県
内
市
町

村
社
協
か
ら
延
べ
15
名
の
応
援
職
員
を
派
遣
。

災
害
Ｖ
Ｃ
の
運
営
支
援
に
努
め
ま
し
た
。

　
一
方
で
、
熊
本
資
機
材
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

は
、
７
月
13
日
に
福
岡
県
社
協
か
ら
の
依
頼

を
受
け
て
資
機
材
を
調
整
し
、
翌
日
14
日
に

は
必
要
な
資
機
材
を
広
川
町
社
協
へ
搬
入
す

社協活動クローズアップの中で登場
した用語について、事例とともに解
説します。

災
害
規
模
の
大
小
に
関
係
な
く

被
災
者
に
寄
り
添
う
支
援
の
継
続
へ

　
益
城
町
で
の
水
害
の
一
週
間
後
、
隣
県
福

岡
で
も
大
雨
に
よ
る
甚
大
な
被
害
が
発
生
し

ま
し
た
。
当
時
益
城
町
で
支
援
に
あ
た
っ
て

い
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
、
被
害
が
広
範

囲
な
福
岡
へ
の
支
援
へ
移
る
ケ
ー
ス
も
あ
っ

た
そ
う
。
「
被
災
地
で
は
ど
こ
で
も
あ
り
得

る
こ
と
で
す
が
、
被
災
の
規
模
が
小
さ
い
と
、

日
々
復
旧
復
興
は
で
き
て
い
て
も
、
被
災
し

た
方
の
気
持
ち
的
に
は
ど
こ
か
自
分
が
置
き

去
り
に
さ
れ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
感
じ

ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
災
害
の
規
模
が

大
き
い
と
、
生
活
再
建
の
た
め
の
支
え
合
い

セ
ン
タ
ー
等
の
事
業
に
引
き
継
い
で
い
け
ま

す
よ
ね
。
今
後
、
被
災
規
模
に
関
わ
ら
ず
被

災
者
の
心
に
伴
走
で
き
る
事
業
を
工
夫
し
て

い
か
な
い
と
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と

冨
嶋
さ
ん
。
そ
の
た
め
に
も
、
地
元
の
災
害

に
携
わ
る
団
体
や
防
災
士
会
、
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
等
と
、
通
常
の
社
協
事
業
を
通
し
て

も
交
流
を
深
め
、
災
害
を
見
据
え
た
連
携
や

顔
の
見
え
る
関
係
性
を
構
築
す
る
必
要
が
あ

る
と
話
し
ま
す
。そ
の
後
、
令
和
５
年
12
月
に

は
、
被
災
者
の
生
活
再
建
状
況
等
の
把
握
を

行
う
た
め
に
、
赤
い
羽
根
共
同
募
金
を
活
用

し
て
被
災
者
宅
の
訪
問
活
動
を
行
う
な
ど
、

被
災
者
に
寄
り
添
っ
た
支
援
を
継
続
さ
れ
て

い
ま
す
。

団
体
と
の
交
流
・
連
携
の
強
化
と

社
協
内
で
の
災
害
伝
承
を

　
災
害
Ｖ
Ｃ
の
指
揮
を
と
り
な
が
ら
冨
嶋
さ

ん
が
感
じ
た
こ
と
は
、
災
害
や
災
害
Ｖ
Ｃ
の

立
ち
上
げ
を
経
験
し
て
い
な
い
職
員
に
対
し

て
、
経
験
者
と
し
て
何
を
ど
の
よ
う
に
し
て

伝
え
る
か
が
、
と
て
も
重
要
な
こ
と
だ
と
い

う
こ
と
。「
益
城
町
は
地
震
と
水
害
を
経
験
し

ま
し
た
。
熊
本
地
震
の
時
と
違
い
、
今
回
は

通
常
業
務
を
行
い
な
が
ら
の
災
害
Ｖ
Ｃ
の
運

営
と
い
う
こ
と
で
、
い
か
に
職
員
同
士
、
自
分

が
や
っ
た
こ
と
を
正
確
に
伝
え
て
引
き
継
ぐ

か
と
い
う
こ
と
を
が
ん
ば
っ
て
い
た
と
思
い

ま
す
。
災
害
Ｖ
Ｃ
の
設
置
・
運
営
訓
練
に
加

え
て
、
実
際
に
経
験
し
た
上
で
の
メ
リ
ッ
ト

や
課
題
を
平
常
時
か
ら
伝
え
て
い
く
こ
と
に

る
な
ど
、
こ

こ
で
も
迅
速

な
活
動
が
で

き
ま
し
た
。

益
城
町
と
広

川
町
に
資
機

材
を
搬
入
し

た
時
期
は
重

な
っ
て
い
た

も
の
の
、
資

機
材
の
在
庫

に
は
余
裕
が

あ
っ
た
そ
う
。

「
災
害
の
規

模
や
種
類
に

も
よ
り
ま
す
が
、
２
か
所
分
の
資
機
材
を
出

す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
も
、
経
験
上

把
握
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
熊
本
県
内
に
と

ど
ま
ら
ず
、
県
外
の
市
町
村
社
協
と
も
資
機

材
の
貸
し
出
し
か
ら
回
収
ま
で
行
え
た
こ
と

で
、
今
後
の
活
動
の
可
能
性
が
広
が
り
ま
し

た
」と
、
中
村
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　
令
和
６
年
１
月
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地

震
に
お
い
て
も
、
必
要
な
資
機
材
や
物
資
、

そ
の
他
必
要
な
支
援
の
見
立
て
を
行
う
た
め

に
、
発
災
か
ら
４
日
後
の
１
月
５
日
に
石
川

県
に
赴
き
、
被
災
状
況
等
の
把
握
を
行
っ
た

バ
ル
ビ
ー
。
い
つ
で
も
搬
出
で
き
る
準
備
を

整
え
て
い
ま
す
。

　
当
初
課
題
と
し
て
い
た
災
害
Ｖ
Ｃ
の
迅
速

な
活
動
に
つ
い
て
、
資
機
材
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築
に
よ
り
、
あ
る
程
度
解
決
で
き
た
と

岳
中
さ
ん
、
中
村
さ
ん
は
話
し
ま
す
。「
被
災

地
域
の
市
町
村
社
協
の
職
員
さ
ん
は
、
で
き

る
だ
け
被
災
者
支
援
に
力
を
注
げ
る
よ
う
、

外
に
頼
め
る
こ
と
は
頼
ん
で
欲
し
い
と
思
い

ま
す
。
熊
本
県
社
協
と
の
連
携
の
も
と
、
熊

本
資
機
材
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
迅
速
に
お
手
伝

い
し
ま
す
の
で
、
資
機
材
に
関
す
る
こ
と
は

お
任
せ
く
だ
さ
い
！
」

特定非営利活動法人 バルビー
（左から） 代表理事　中村 聖悟さん
　　　　　事務局長　岳中 美江さん

通常の災害VCであれば、庭の泥だし、家財
道具の運び出し、室内の清掃までをボラン
ティアが行うが、今回は建築士の助言等を
受けながら床下の泥出しや消毒なども実施。
「とても丁寧に判断しながら復旧支援をさ
れていた」とバルビーの中村さん。

瓦工場の大きな倉庫に、
大量の資機材を保管。い
つでもすぐに搬入できる
よう、常に在庫管理、錆び
取りや修理などのメンテ
ナンスをバルビーのメン
バーが行なっている。

久留米市災害VCでの県内社協職員の支援応援の様子。その間、広川町への
資機材の追加搬入・回収などを、バルビーと県社協職員が連携して実施した。

（熊本県商工会館5F）
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県社協への寄附御礼 寄附のお願い
社会福祉事業推進のためにと、多額のご寄附をいただきました。
ここに深く感謝申し上げます。
ご芳志に沿うよう、今後とも社会福祉事業の推進に努めて参ります。

熊本県社会福祉協議会では、地域福祉の推進に
必要な財源として、本会の活動・事業に賛同し
応援してくださる全国の皆様や企業・団体様から
の寄附金を受け付けております。
ご寄附いただきました浄財は、本会が実施する
事業や県内の福祉団体、ボランティア団体等へ
の支援に活用させていただきます。
この機会に、社会貢献としてご一考くだされば
幸いです。

受付〈令和５年９月１日～令和６年１月31日〉※順不同
● すまいるネットワークプランニング　様
● たつだシニア＆レディース会　様

　県社協では各種 SNS を活用して、社協活動、ボランティア活動、
各種助成金、就職・キャリア支援等の情報について配信しています。

LINE

就職・
キャリア支援

社協活動・
県社協事業

就職・
キャリア支援

就職・
キャリア支援

社協活動・
県社協事業

ボランティア・
各種助成金

公式アカウントで情報配信中！ 今すぐ
チェック！

Facebook

Instagram

YouTube

〈SJ22-12223より抜粋して作成〉

ボランティア行事用保険（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険）

送迎サービス補償（傷害保険） 福祉サービス総合補償
（傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

保険金額・年間保険料（１名あたり）保険金額・年間保険料（１名あたり） 団体割引20％適用済／過去の損害率による割増適用

＜重 要＞

ケガの
補償

賠償責任
の補償

年間保険料

死亡保険金

プラン

保険金の種類
基本プラン 天災・地震補償

プラン
1,040万円

1,040万円（限度額）

6,500円

350円 500円 550円

65,000円

32,500円

4,000円
補償開始日から10日以内は補償対象外（＊） 初日から補償

5億円（限度額）

後遺障害保険金

入院保険金日額

通院保険金日額

特定感染症

地震・噴火・津波による死傷

賠償責任保険金
（対人・対物共通）

入院中の手術

外来の手術
手術保険金

＊3月末までに契約手続きが完了し、前年度から継続して契約される場合は初日から補償します。

特定感染症
重点プラン

この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

https://www.fukushihoken.co.jp
ふくしの保険 検索

●このご案内は概要を説明したものです。詳細は、「ボランティア活動保険パンフレット」にてご確認ください。●

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス
損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課
ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

〈引受幹事
保険会社〉

商品パンフレットは
コチラから

（　　　　　）ふくしの保険
ホームページ

令和５年度

SJ22-12223
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令和６年２月

県社協の事業案内
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